
能
登
半
島
派
遣
職
員
が
報
告
会

東
京
都
上
下
水
道
な
ど
取
り
組
み
説
明

志
賀
町
と
穴
水
町
の
断
水
解
消

全
管
連
傘
下
組
合
の
出
動
拡
大

東
京
都
は
３
月
７
日
、
新

宿
区
の
都
庁
第
一
本
庁
舎
大

会
議
室
で
「
被
災
地
派
遣
職

員
に
よ
る
報
告
会
」
を
開

き
、
能
登
半
島
地
震
に
お
け

る
上
下
水
道
復
旧
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
今
回
の
貴
重
な
経
験
を

踏
ま
え
、
災
害
に
対
す
る

万
全
の
備
え
に
努
め
て
い

く
。当

日
の
報
告
会
に
は
都

の
幹
部
・
職
員
な
ど
約
３

０
０
名
が
参
集
。
環
境
局
は

災
害
廃
棄
物
へ
の
対
応
、
福

祉
局
は
精
神
医
療
、
保
健
医

療
局
は
健
康
危
機
管
理
、
港

湾
局
は
漁
港
施
設
被
害
調

査
、
水
道
局
は
応
急
給
水
活

動
・
施
設
復
旧
、下
水
道
局
は

施
設
復
旧
、
教
育
長
は
中
学

生
の
学
習
指
導
、
総
務
局
は

罹
災
証
明
書
発
行
・
２４
時
間

対
応
の
連
絡
調
整
・
避
難
所

支
援
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
う
ち
水
道
局
は
給
水

部
の
武
井
明
彦
氏
が
説
明
。

１
月
３
日
か
ら
３
月
６
日
ま

で
延
べ
３
９
９
名
を
派
遣

し
、
給
水
車
に
よ
る
応
急
給

水
、
組
み
立
て
式
仮
設
水
槽

の
提
供
、
浄
水
施
設
か
ら
管

路
ま
で
の
包
括
的
復
旧
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
と
く

に
武
井
氏
は
水
道
復
旧
に
際

し
て
道
路
の
復
旧
が
大
前
提

と
な
る
こ
と
や
支
援
隊
の
活

動
拠
点
の
確
保
、
水
道
施
設

の
耐
震
化
の
必
要
性
な
ど
を

強
調
し
た
。

ま
た
下
水
道
局
は
施
設
管

理
部
の
西
塚
陽
氏
が
報
告
に

立
ち
１
月
８
日
以
降
１０
班
延

べ
１
５
４
名
を
派
遣
し
、
被

害
調
査
結
果
や
他
の
自
治
体

・
関
連
団
体
・
都
内
民
間
事

業
者
と
の
連
携
に
よ
る
復
旧

活
動
に
つ
い
て
紹
介
。
今
回

は
過
去
の
地
震
と
比
べ
下
水

管
の
被
害
が
突
出
し
て
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
（
被
害
率

が
熊
本
地
震
の
１０
％
に
対
し

５０
％
以
上
）
、
防
災
の
重
要

性
を
改
め
て
痛
感
し
た
と
語

っ
た
。

締
め
く
く
り
に
小
池
百
合

子
知
事
が
登
壇
し
「
当
初
は

現
地
に
宿
泊
場
所
が
な
く
、

金
沢
市
か
ら
数
時
間
か
け
て

通
う
な
ど
多
く
の
困
難
に
直

面
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
今

回
の
経
験
を
生
か
し
、
都
の

防
災
対
策
に
反
映
さ
せ
、
都

民
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
呼
び
か
け
た
。

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
上
下
水
道
施
設
な
ど
の
復
旧
が
着
々
と
進
展
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

３
月
５
日
ま
で
に
志
賀
町
と
穴
水
町
の
断
水
が
新
た
に
解
消
さ
れ
た
。
た
だ
能
登
地
方
を
は
じ
め
５
市
町
は
依
然

と
し
て
断
水
し
て
い
る
。
全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
の
傘
下
組
合
に
よ
る
出
動
は
さ

ら
に
拡
大
し
、
３
月
７
日
現
在
の
応
急
復
旧
応
援
実
績
（
他
都
市
へ
の
出
動
）
は
作
業
日
数
１
２
８
１
日
・
延
べ

人
数
８
２
９
６
名
に
の
ぼ
っ
た
。
１
日
も
早
い
断
水
解
消
を
め
ざ
し
て
鋭
意
奮
闘
し
て
い
る
。

石
川
県
内
の
５
市
町
で
は

３
月
５
日
現
在
、
約
１
万
７

８
０
０
戸
が
断
水
中
だ
。
断

水
し
て
い
る
地
域
で
は
給
水

車
や
給
水
袋
の
配
布
に
よ
る

支
援
活
動
が
引
き
続
き
進
め

ら
れ
て
い
る
。

５
市
町
の
内
訳
を
み
る
と

輪
島
市
は
約
６
４
０
０
戸
、

珠
洲
市
は
約
４
６
５
０
戸
、

七
尾
市
は
約
３
７
０
０
戸
、

能
登
町
は
約
２
８
５
０
戸
、

内
灘
町
は
北
部
地
区
の
一
部

約
２
０
０
戸
が
断
水
し
て
い

る
。
珠
洲
市
は
一
部
の
小
規

模
施
設
エ
リ
ア
で
解
消
し
た

も
の
の
、
依
然
ほ
ぼ
全
域
で

断
水
が
続
い
て
い
る
。
厚
労

省
は
断
水
が
９
割
以
上
解
消

さ
れ
る
の
は
３
月
末
と
み
て

お
り
、
一
部
地
域
は
４
月
以

降
も
継
続
す
る
見
通
し
だ
。

一
方
、
下
水
管
路
の
稼
働

率
は
３
月
５
日
現
在
、
七
尾

市
、
輪
島
市
、
珠
洲
市
、
志

賀
町
、
穴
水
町
、
能
登
町
の

６
市
町
合
計
で
７４
％
ま
で
回

復
し
た
。
志
賀

町
は
全
面
復
旧

を
果
た
し
、
七

尾
市
は
９
割
を

超
え
、
穴
水
町

と
能
登
町
は
７

割
強
、
輪
島
市

も
５
割
強
が
稼

働
し
て
い
る
。

し
か
し
珠
洲
市

は
約
８
割
で
機

能
が
回
復
せ
ず
、
熊
谷
汚
水

中
継
ポ
ン
プ
場
も
圧
送
管
の

破
損
な
ど
で
停
止
し
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。

廃
棄
物
関
係
で
は
珠
洲

市
、
輪
島
市
、
穴
水
町
の
３

カ
所
の
し
尿
処
理
施
設
が
現

在
も
運
用
不
能
の
状
態
だ
。

こ
の
た
め
業
界
団
体
の
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
が
出
動
し
、
受

入
保
管
が
可
能
な
施
設
を
経

由
し
て
稼
働
中
の
施
設
へ
し

尿
を
輸
送
し
て
い
る
。

ま
た
浄
化
槽
関
係
で
は
石

川
県
の
住
民
を
対
象
に
復
旧

に
関
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
順
次
相
談
を
受
け
つ
け
て

い
る
。

上
下
水
道
施
設
の
復
旧
に

つ
い
て
馳
浩
石
川
県
知
事
は

３
月
５
日
の
会
見
で
「
地
方

負
担
分
の
半
額
が
交
付
税
措

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
今
回
は
特
例
的
に
１

年
分
の
営
業
収
益
を
超
え
た

部
分
の
う
ち
９５
％
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
復
旧
の
地

方
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
水
道

料
金
へ
の
転
嫁
も
抑
制
で
き

る
」
と
強
調
し
た
。

上下水道復旧が進展

クレーン車による掘削作業（みやび管工㈱提供）

輪島市で復旧工事に奮闘（水元設備㈱提供）

水道管の漏水を修繕（㈱大起工管提供）

都庁大会議室に約３００名参集

小池都知事
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